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授業びらき 書写 冬季課題

具体化する・抽象化する

１年間で学習する漢字や語

彙、文法、文章などについ

て、小学校での国語学習を

踏まえながら、見通すこと

ができる。

日常生活の中で感じたことにつ

いて、語彙や表現技法に着目

し、目的や条件と関連付けなが

ら、具体的あるいは抽象的に書

くことができる。

冬季課題

具体化する

オリエン 冬季課題

「音の性質」 冬季課題

関連付ける 具体化する・抽象化する

「音の速さ」について，光の速

さと音の速さの違いに着目する

ことで，花火や雷を見るとき音

が遅れてくることと関連付けて

説明できる。

冬季課題

具体化する・抽象化する

Ｂ-Time

オリエン

テーション

B-Time①

振り返りをす

る、話し合う

B-Time②

図解表現する

B-Time③

記録する、

要点を聞く

Ｂ-time④

報告する

Ｂ-time⑤

鑑賞する

C-Timeオリエンテーション 冬季課題
C-Time⑧

振り返りをする

具体化する・抽象化する 関連付ける

１年間の探究活動を振り

返り、どのような力がつ

いたか、自己の生き方と

どのように関連付けるこ

とができたか等をまと

め、次年度の研究に向け

て見通しをもつことがで

きる。

冬季課題

具体化する・抽象化する

道徳開き 「雨の日の昇降口」 「魚の涙」 「紙芝居」 冬季課題 １年間の振り返り

多面的・多角的に見る 多面的・多角的に見る 多面的・多角的に見る 具体化する・抽象化する

新聞の天気予報欄の切り抜

きを、夏休みの間中毎日続

けた日奈には、無意識のう

ちに自分の目標に向かって

決めたことをやり遂げよう

とする思いが生まれていた

と想像できる。この点に関

仲間外れにされた子に対

する筆者の接し方から、

心から信頼できる友達を

もつことの大切さと行動

の表し方について考える

ことができる。

委員会や部活動に主体

的に取り組み、学校生

活を充実させるという

観点から考えさせる。

冬季課題

具体化する・抽象化する

「美術科の授業で何を

学ぶのか。」

「描かれている人や情

景、構図や色彩から作者

の意図と工夫を考える」

(絵の中をよくみると)

冬季課題

（日本の伝統文

様）

「他者にわかりやすく伝

えるには」

（わくわくコミュニケー

ション）

多面的・多角的に見る 具体化する・抽象化する 多面的に見る・多角的にみる

図画工作科で学んだことを振り

返り、美術科の学びにどのよう

につながるか、その共通点と違

いを参考作品を元に実感するこ

とができる。

作品鑑賞をとおして、描か

れているものや構図、色彩

から作者の心情や表現意

図、創造的な工夫などを考

え、人間と造形との関わり

を理解することができる。

イラストや写真と文字の組

み合わせによるわかりやす

さにふれ、伝えたい情報や

イメージを基に、分かりや

すさと表現の工夫との調和

を考え、表現することがで

きる。

生活や社会と材料

と加工の技術
問題解決の手順 冬季課題

これからの材料

と加工の技術

生活や社会と生

物育成の技術

関連付ける　具体化する 関連付ける
製作品について、機能面等、自分なりの新

しい考え方や捉え方ができるようになるた

めに、生活の中から材料と加工の技術に関

わる問題を見いだし関連付けることによっ

て課題を設定することができる。

自分が作る作品について、その作品の大き

さ・形状・構造など、使用場所や加工方

法・使用できる材料などの制約条件に基づ

いて構想し．設計や計画を具体化すること

ができる。

よりよい生活の実現を目指すた

めに、これまで学んだ知識と関

連付けながら、材料と加工の技

術を評価し、適切な選択・管

理・運用の在り方について提言

をまとめることができる。

「自分の衣生活をよりよく

するために、どのように工

夫・実践すればよいだろう

か」

冬季課題
（生活の課題と実践）

多面的・多角的にみる 具体化する・抽象化する

他者との対話や協働に

より、結果をより多面

的・多角的にとらえ、

実践を評価・改善する

ことができる

冬季課題

関連付ける
・思春期の自己形成、欲

求やストレスの対処につ

いて、自己の経験と関連

付けて振り返ることがで

きる。

・精神と身体の密接な関

係について理解し、心身

の健康に向けた自分なり

のストレスへの対処法な

比較する

「調和のとれた美しさとは何か」

（広がる模様の世界、折って、切って、

巻いて）

C-Time⑦

発表内容を発表する

友達や家族の習慣や趣味について、「私だけが知っている〇〇の習慣・秘密」と題し、クラ

スメイトに紹介する場面において、マッピングを通して「関連付けたり・構造化したり」し

ながら、一貫性と結束性を高め、聞き手にわかりやすくスピーチすること。

E-Time②

職業人に学ぶ

日本の伝統文様や着物の柄などから、自

然物や人工物などの形や色彩の特徴の美

しさにふれ、目的や条件などを基に構成

を工夫して表現することができる。

多面的・多角的にみる

「学級活動　自分を見つめ直そう」

関連付ける・構造化する 関連付ける・構造化する

身の回りのシンボルマークを鑑賞し、形や色彩から受ける印象をもとに、伝える

相手や場面などから主題を生み出し、わかりやすさと形や色彩などとの調和を考

えて表すことができる。

「イメージを形や色彩で伝える」

（印象に残るシンボルマーク、発想・構想の手立て）

「気体の発生と性質」

日常着の選択や手入れについて、快適性や環境への配慮など多面的・多角的な視点で捉え、これまでの生活経験や衣生活を取り巻く社会の現状と関連付け、長く快適に衣服を着るためにはどのようにすればよい

か課題を設定し、自分の衣生活を工夫する「衣生活長持ちプロジェクト」を立案できる。

関連付ける・構造化する

「衣服を快適に長く着るには、どのようにすればよいだろうか」

～資源や環境に配慮して衣服の選択や手入れを快適にするのはどのようにするればよいだろうか～

製作品について、機能面等、自分なりの新しい考え方や捉え方ができるようになるために、生活の中から材料と加工

の技術に関わる問題を見いだし関連付けることによって課題を設定することができる。

自分が作る作品について、その作品の大きさ・形状・構造など、使用場所や加工方法・使用できる材料などの制約条

件に基づいて構想し．設計や計画を具体化することができる。

関連付ける　具体化する

問題解決の手順

関連付ける・構造化する関連付ける・構造化する

友達の紹介スピーチをしよう

リサーチクエスチョンに対する仮説を立証する

ために必要な情報と関連付けた最適な調査・実

験方法を選ぶこと。

関連付ける

C-Time④

研究手法を考え、計画を立てる

働く意義について、他者との交流を通して、働くことの目的や意義をとらえ

て自己の考えをまとめることができる。また、職業について関心をもって調

べることで、さまざまな進路情報と関連付け、整理することができる。

関連付ける

「学級活動　なぜ、わたしたちは働くのだろう」

これまでの研究内容や研究の意義などを，聞

き手や読み手に最も分かりやすく伝えるため

に，発表内容を具体化したり，発表方法や発

表態度を探究したりすること。

製作のための技能

具体化する

附属中で過ごしたはじめての一年間について、クラスメイトの前でスピーチする場面におい

て、日々の生活における気づきや体験に着目し、「多面的・多角的」に振り返り、既習表現

の中から適切な言語材料を選択したり、一貫性と結束性を高めるパラグラフライティングを

したりすることで、クラスメイトにわかりやすく伝えること。

日常生活の中で感じたことについて、語彙や表現技

法に着目し、目的や条件と関連付けながら、具体的

あるいは抽象的に書くことができる。

具体化する・抽象化する

夏季課題

「課題作文を執筆しよう」

具体化する・抽象化する

夏季課題

具体化する・抽象化する

夏季課題

具体化する・抽象化する

夏季課題

夏季課題

日常生活や社会で感じた疑問を数学の力を活用して解決した

り、数学の学びを発展させて新たな数理的課題を探究したり

する中で、気づいたことやわかったこと、自らの解決の方法

などをレポートにまとめる。

古人のものの見方や考え方について、過去と現代の共通点や相違点に着目

し、比較したり推論したりしながら、物語の世界を感じたり想像したりする

ことができる。

比較する／推論する

古典に親しむ

「伊曽保物語」「竹取物語」「矛盾」など

世界の中の日本として、地球規模の課

題に私たちはどのように取り組むか

多面的・多角的に見る 関連付ける

各地域の産業と環境問題について、資料

をもとに経済、貿易、格差など多面的・

多角的に考察し、討論を行い、よりより

解決方法を提案することができる。

思考操作 多面的・多角的に見る 比較する 関連付ける 関連付ける 関連付ける 比較する

社会 「世界と日本の地域構成」 「人々の生活と環境」 「古代国家の成立と東アジア」 「武家政権の成長と東アジア」
世界の諸地域「ヨーロッパ州」「北アメリカ

州」

「大航海によって結び付く世界」

「戦乱から全国統一へ」

資質・能力

世界と日本の地域構成について、位置や

分布などに着目して捉え、地域構成の特

徴を多面的・多角的に考察し、資料の特

性を踏まえて地図上の位置や距離等を表

現することができる。

世界の様々な地域について、気候や衣食住など

各地域の特徴に着目して捉え、それぞれの地域

を比較しながら説明することができる。

世界の諸地域「南アメリカ州」

　　　　　　「オセアニア州」

織田信長と豊臣秀吉の統一事業について、大名の統制、経済、宗教と

の関りなどに着目して捉え、それぞれの政策を比較し、その特色につい

て説明することができる。

具体化する・抽象化する

夏季課題

「冬休みの思い出についてディスカッションをしよう」

推論する

「地層」

推論する　関連付ける 比較する 関連付ける 構造化する

ばねに加わる力とばねの伸びの関係の実験に

ついて，目盛りや測定点を正しくプロットし

て直線のグラフで正確に表し，規則性を見い

だすことで，ばねに加わる力とばねの伸びの

関係を捉えることができる。

「火山の形」について，マグマの粘りけ

と噴火活動の様子の違いに着目すること

で，玄武岩質マグマと流紋岩質マグマを

比較し，火山のでき方について説明でき

る。

「附属中で過ごしたはじめての一年間について振り返ろう」

関連付ける

「地震の揺れ方」について，P波とS波の

到着する時間の差に着目することで，地

震の震源までの距離や揺れの大きさと関

連付けて説明できる。

自分で設定したパフォーマンス課題につ

いて、学習したことを振り返り、現在の

状況と関連付けて考え、自分なりの結論

を出すことができる。

実況レポートしよう
世界的な問題や地域の問題について、ポスターを作ってクラスメートにメッ

セージを伝えよう。

発展途上国の経済発展について、地理、資源、環境問題などに着目して

捉え、他者の意見を聞きながら、その理由の妥当性や効果について多

面的・多角的に考察することができる。

多面的・多角的に見る

世界の諸地域「アジア州」「アフリカ州」

移民による社会の変化について、各地域の歴史

的な背景に着目して捉え、二つの州が抱える課

題と関連付けながら考え、自分の考えを書くこ

とができる。

「音楽とは？」

根や葉のつくりについて，葉や根のつくりの共通点や相

違点に着目することで，双子葉類と単子葉類を比較して

様々な植物を分類することができる。

夏季課題「合唱コンクールのクラス曲を紹介しよう」 「混声合唱の魅力とは？」

「学級活動　学級目標を決めよう」

関連付ける・構造化する

先行研究・事例等を関連付けたリ

サーチクエスチョンに対する仮説

を立て，仮説を検証するための適

切な方法を導き出すこと。

関連付ける

C-Time③(夏季課題)

仮説を立てる
具体化する

針路について、各高校の求める生徒像などと自

分の適性などを関連づけながら、人間としての

生き方についての考えを深めることができる。

現在の自分の興味・関心について，キーワード

をもとに情報を集めたり，思考ツールを用いて

研究テーマに関する知識を広げたり，整理した

りしながら，自分の研究のイメージを具体化

し，解決の見通しをもつことのできる適切な課

題を設定すること。

調査・実験から得られた情報を，仮説と有機的に

結び付け，他の類似した事象や相反する事象と比

較するなどして論理的に分析し，リサーチクエス

チョンに対する答えを導くこと。

比較する

C-Time②

リサーチクエスチョンを決定する

多面的・多角的に見る

日本の律令国家に至るまでの過程を、中国を中心とした東アジ

アの国々との関りに着目して捉え、その関係を明らかにしなが

ら関連付けて、説明することができる。

「武家政権がなぜ江戸時代まで続くのか」について、当時の状況、幕府のしくみ

などに着目して捉え、各時代の特色を関連付けて考察し、級友と話し合いなが

ら、自分なりの根拠を明確にすることができる。

水素やアンモニア，窒素などの気体の発生方法や捕集方法に

ついて，気体の種類による特性に着目することで，それぞれ

の気体の集め方と関連付けて説明できる。

関連付ける

自分が普段することやできること、身近な人

や物について友達に紹介する場面において、

適切な言語材料を活用し、思考・判断して情

報を整理することで、聞き手にわかりやすく

スピーチすること。

グループ・ディスカッション

「話し合いで理解を深めよう」

エッセイ

「心に残る出来事を表現しよう」

具体化する・抽象化する 比較する比較する

同じ題材の記事について、内容や叙述量などを比較

して、ニュースの見方について自分の考えをもつこと

ができる。

レーダーチャート

「言葉をもつ鳥、シジュウカラ」など

物語に贈る短歌

「少年の日の思い出」

レポート

「根拠を明確にして書こう」

メディア・リテラシー

「ニュースの見方を考えよう」

関連付ける・構造化する

日常生活の中の題材について、語彙や言葉遣

いに着目し、意見と根拠を関連付けながら、

根拠を明確に示して自分の考えが伝わる文章

を書くことができる。

比較する／関連付ける

物語の内容について各場面に着目し、登場人物の心

情や言動、情景を関連付けて、解釈を深めることが

できる。

説明文の良し悪しについて、事実と意見の関係性や文章

の構成、論理の展開、文末表現に着目し、2つの説明文を

比較して、多様な観点から評価することができる。

似ている言葉や気に入った言葉などについ

て、話の構成に着目し、具体例を示しながら

話の中心を明確にして、分かりやすく話すこ

とができる。

心に残る出来事について、随筆の言葉遣いや表現の特徴

に着目し、生活作文や日記などと比較しながら随筆の特

徴を理解し、読み手の印象に残るように書くことができ

る。

リック先生に関するポスターを制作しクラスメイトに紹介する場面に

おいて、リック先生へのインタビューから得られた情報から伝えたい

内容や伝えるための英語表現をグループで選択・決定し、「具体化・

抽象化」しながらポスターを制作することで、読み手にわかりやすく

伝えること。

友達が好きなものを調査し「好きな○○ランキング」として、クラス

メイトに紹介する場面において、クラス全員にインタビューし、結果

をグラフにまとめ、様々な見解を評価・選択し、自分の考えと「比

較」しながら、考察し、報告すること。

週末の出来事を先生や友達に説明する場面に

おいて、マッピングを通して「関連付けた

り・構造化したり」しながら、一貫性と結束

性を高め、聞き手にわかりやすくスピーチす

ること。

冬休みの思い出について、友達に紹介する場面において、マッピングを通して「関連付けた

り・構造化したり」しながら、一貫性と結束性を高め、聞き手にわかりやすくスピーチする

こと。聞き手は思考の方の特徴に着目し、相手のスピーチを整理しながら聞き、情報の穴を

埋めるような質問をすること。

多面的・多角的にみる

「再結晶」の実験について，溶解度とその温

度に着目することで，溶解度曲線のグラフと

関連付けて事象について説明できる。

C-Time①

研究テーマを決める

具体化する

E-Time①

仲間づくり学習会

資料の活用

具体化する・抽象化する　多面的・多角的に見る

佐賀県のラーメンの価格帯について、階級及びその個数、階級値、度数、相対度数などに

着目して捉え、記号化及び抽象化し、価格帯の分布の様子を多角的に考察することによっ

て、その特徴を表またはグラフに表現することができる。

比較する　関連付ける・構造化する

投映距離について、スクリーンの大きさ、投映距離と投影画面の大きさ（高さ、幅、面積）の

関係性などに着目して捉え、２数の関係性を理想化及び一般化しようと考察することによって、

投映画面をスクリーンからはみ出さないようにして、できるだけ大きく映し出すための投映距離

を推測することができる。

「物質の状態変化」 「水溶液」 「光の性質」

糸の先端が描く曲線の長さについて、描かれる曲線の外形、糸が巻き

付けられている多角形の形及びおうぎ形の中心角の大きさなどに着目

して捉え、数量化及びその関係性を一般化しようと考察することに

よって、曲線の長さの求め方の一般式を導くことができる。

正多面体の特徴について、柱体、錐体、デルタ多面体の辺や面の形・

数、頂点に集まる面の数、へこみなどに着目して捉え、特殊化し、類

似点及び相違点を明らかにしようと考察することによって、それらの

共通性を抽象し、定義としてまとめることができる。

「力のはたらき」 「火山」

具体化する・抽象化する　推論する

方程式

具体化する・抽象化する　関連付ける・構造化する

方程式を使った問題の解決について、数量の関係性、解の吟味の必要性など

に着目して捉え、抽象化し、解の意味を適切に解釈しながら考察することに

よって、方程式を使って問題を解く手順をまとめることができる。

具体化する・抽象化する　推論する

「大地の変動」「地震」

多面的・多角的に見る

「光の屈折」について，入射角と屈折角の大

きさに着目することで，複数の実験結果から

多面的に考え，入射角と屈折角の規則性を見

いだし，根拠を示しながら適切に説明でき

る。

推論する 具体化する・抽象化する

身近なものを比較し、どちらがよいか友達に

伝える場面において、実社会や実生活とのつ

ながりを意識しながら、自分の考えを簡単な

理由や根拠を示したり、例示したりして説明

すること。

世界の子どもや動物の面白い動画を見て、今何をしているかのか実況

レポートする場面において、適切な言語材料を活用し、思考・判断し

ながら情報を整理し、説明すること。

世界的な問題や地域の問題に関してポスターセッションをする場面に

おいて、実社会や実生活とのつながりや、社会への貢献・参画意識に

着目しテーマを設定し、調べた情報を「具体化・抽象化」しながらポ

スターを制作し、伝達ストラテジーを用いることで、聞き手にわかり

やすく伝えること。

理由を付けて自分の考えを説明しよう

地層の重なり方や広がり方について，柱

状図の高さや傾きの方位に着目すること

で，その地層の重なり方や広がり方につ

いての規則性を見いだし説明できる。

「地震が発生する場所」について，震源

の深さと位置に着目することで，日本付

近の震源の分布の特徴とプレートの動き

を関連付けて説明できる。

関連付ける
「ろう」の液体⇄固体の状態変化や「エタノー

ル」の液体⇄気体の状態変化について，粒子モデ

ルを使うことで実体的に捉え，状態変化によって

体積は変化するが質量は変化しないこと，また，

その際，物質の状態が変わるだけで，物質そのも

のは変化しないことを推論し説明できる。

比較する

月

前期／中期／後期

資質・能力

資質・能力

文字の式

他己紹介

「話を聞いて質問しよう」

要旨を捉える

「オオカミを見る目」

ブログ記事

「星の花が降るころに」

関連付ける 関連付ける 関連付ける

相手の良さついて、相手の情報や応答と

インタビュアーが尋ねたいことを関連付

けて、質問して自分の考えをまとめるこ

とができる。

本文の内容について、段落の役割や段落どうしの関係に着目

し、筆者の主張と文字数条件を関連付けて、要旨を捉えるこ

とができる

表現の効果について、場面と場面や場面と人物の描写を

関連付けて、解釈を深めることができる。

具体化・抽象化する  推論する 具体化・抽象化する　推論する

多面的・多角的に見る

学校の周辺に生活している生物の観察を行

い， 環境によって生育する植物の種類や生育

状況に相違があることに着目することで，生

物の生活を自然環境と関連付けて説明でき

る。

カタクチイワシ，シバエビ，ホタルイカの干物を観察

し，それぞれを比較し分類することで，共通点や相違点

を見出すことができる。

５種類の白い粉末を見分ける方法につい

て，物質の性質の違いに着目すること

で，実験計画を多面的・多角的に考え立

案することができる。

思考操作

英語

思考操作

資質・能力

２数の最大公約数・最小公倍数の求め方について、連除法、素因数分解の可否に着目して捉え、図形化し、長方形

を正方形に分割する図を用いた解釈を活用し考察することによって、さらに広い範囲で適用可能な方法を導くこと

ができる。

倍々に増える米粒の総数の求め方について、畳の枚数と米粒の数に着目して

捉え、数量化及びその関係性を一般化しようと代数的に考察することによっ

て、ｎ枚目の米粒の数及びｎ枚目までの米粒の総数を式化することができ

る。

「植物のなかま」 「動物のなかま」 「いろいろな物質」

比較する・分類する 比較する・分類する

「身近な生物の観察」

関連付ける・構造化する

リック先生の日常生活についてインタビューし、グループで協力しながらポ

スターを作ろう。

関連付ける・構造化する

自己紹介をしよう。また身近な人について紹介

し、互いのことをもっと知ろう。
クラスの友達にアンケート調査し、結果をグラフにまとめ報告しよう。 最近体験したことについて話そう

具体化する・抽象化する 比較する 関連付ける・構造化する

音楽

思考操作

美術

思考操作

技術

思考操作

TRAIN

(C-Time)

思考操作

特別活動

思考操作

道徳

思考操作

資質・能力

資質・能力

資質・能力

資質・能力

資質・能力

家庭

資質・能力

資質・能力

資質・能力

思考操作

変化と対応 平面図形 空間図形

国語

思考操作

数学 正の数・負の数

生活の中の木材工芸にふれ、木肌の持つ温かさや感触に気づ

き、用途や機能と美しさなどを考え、加工方法や用具などを適

切に使いながら表現することができる。

多面的・多角的に見る

思考操作

思いやりの気持ちの大切さを認識

し、多面的・多角的にコミュニ

ケーションの取り方について考

え、実践することができる。

自己を生命や自然、美しいもの、気高いもの、崇高なものとの関わりにおいて捉え、人間

としての自覚を深めるために、題材を通して考えたことを具体化・抽象化して他者に説明

しようとしている。

「学級活動　１年間を振り返ろう

２年生になる自分」

比較する／多面的・多角的にみる

C-Time⑥

結果をまとめ、考察し、結論を導く

資質・能力

理科

思考操作

保健体育

音楽を形づくっている要素や音楽に関する用

語や記号と音楽表現との関わりについて理解

し、曲想と、音楽の構造や背景などを関連付

けながら、音楽文化について理解することが

できる。

関連付ける 比較する

「学級活動　文化発表会を成功させよう」

具体化する・抽象化する

文化発表会を成功させるために、具体的なスローガ

ン等を考え、多様な他者と協働する集団活動の意義

を理解することができる。

夏季課題

見慣れた情景の中で気になる場所やものを見つけ、形や色彩のイメージから主題を生み出

し、画材の特徴を生かして、意図に応じて工夫して表すことができる。

関連付ける・構造化する

「光や空気を感じさせる風景画を描くために重要なことは何か。」（なぜか気になる情

景）

生活や社会における技術の役割 材料を利用するための技術

３月４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

「異文化の人々と共に生きる」

多面的・多角的に見る

多面的に見る・多角的に見る　　関連付ける 多面的に見る・多角的に見る　比較する　構造化する 多面的に見る・多角的に見る　比較する

多面的・多角的に見る

奇数組：剣道／偶数組：バドミントン

１月 ２月

曲にふさわしい音色について、音域の高

低に着目し、息の吐き方やタンギングの

仕方を使い分けながら演奏の工夫するこ

とができる。

比較する

曲想と音楽の構造や背景などの関わり及び音楽の多

様性などの音楽文化について、比較しながら考察す

る活動を通して理解することができる。

比較する

「アジアの音楽とは？」

「日本語の美しい響きを生かした歌唱表現とは？」

C-Time⑤

調査・実験を実施する

「学級活動　中学校卒業後の自分を考えよう」

研究テーマに関する「問い」をこれまでの学

術分野の先行研究・事例や対象や地域，状況

など多面的・多角的な視点から検証し，リ

サーチクエスチョンを発展させ，自分の研究

の意義や今後の研究の道筋を自分なりに見出

すこと。

リサーチクエスチョンに対する答えを導くための調査・実験を

行い，収集した情報の種類に応じてファイルやICTで具体化して

蓄積すること。

学級の一員として、互いの意見を尊重し、そ

れらを関連づけながら、よりよい学級目標に

ついて考え、理由を示して意見を述べること

ができる。

「学級活動　大運動会を成功させよ

う」

関連付ける・構造化する

自己や他者の個性を理解し、そ

れらを関連づけて大運動会を成

功させるための方策を考えるこ

とができる。

夏季課題

関連付ける

相手の個性や個性が発揮できる役割や場について、

多面的・多角的に考え、意見やアドバイスを述べる

ことで、自分自身についても考えることができる。

多面的・多角的にみる

「屏風作品のしかけとは」

(屏風、美のしかけ）

屏風の表現のよさや美しさ、折る

ことで生まれる立体感や見え方の

変化を感じ取り、作品の見方や感

じ方を広げることができる。

多面的・多角的にみる

曲想と音楽の構造や背景などの関わり及

び音楽の多様性などの音楽文化につい

て、比較しながら考察する活動を通して

理解することができる。

「形式等による音楽表現の効果と

は？」

比較する

「思いが伝わる表現とは？」

関連付ける

卒業式歌について、歌詞の内容に着目し、曲の背景や自

己のイメージと関連付けながら、混声３部合唱のよさを

生かし、思いが伝わる表現を工夫することができる。

「思いや意図を伝える演奏をするためには？」

多面的・多角的にみる

発表会で演奏する曲について、音楽表現に関わる知識や

技能との関わりを理解し、曲にふさわしい音楽表現を考

えるとともに、自分なりの思いや意図を伝える演奏とな

るように表現の工夫をすることができる。

多面的・多角的にみる

自分や学級の歩みを振り返り、様々

な観点について多面的に考えること

で、２年生としてどのように行動すべ

きか考えることができる。

「使いやすさと美しさを兼ね備えたデザインとは」

（暮らしの中の木の工芸）

関連付ける・構造化する

＜剣道＞剣道を通して、我が国固有の文化、伝統文化について理解を深め、礼儀作法をお互

いに比較しながら身につけ、相手を尊重すること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大

切にすることなど多様な価値観を認め合うことができる。

＜バドミントン＞対話、観察、資料から技能のポイントの意識しながら構造化し、個人や

チームの課題を具体的に列挙させ、準備姿勢、ステップ、スイング、インパクトなどに分類

をしながら課題解決に向かうことを楽しむことができる。

「中学生として家族や地域と、どのようにかかわっていけばよいのだろうか。」

関連付ける・構造化する

自分の成長と家族や地域とのつながりについて、協力・協働の視点で捉え、これ

までの経験や家庭生活と関連付けて、これからの家庭生活をよりよくするための

方法について考え、その企画をワークシートにまとめることができる。

「家族が安全で快適に暮らすためには、住まい方をどのように工夫すればよいだろうか」

＜剣道＞剣道を通して、我が国固有の文化、伝統文化について理解を深め、礼儀作法をお互

いに比較しながら身につけ、相手を尊重すること、一人一人の違いに応じた課題や挑戦を大

切にすることなど多様な価値観を認め合うことができる。

＜バドミントン＞対話、観察、資料から技能のポイントの意識しながら構造化し、個人や

チームの課題を具体的に列挙させ、準備姿勢、ステップ、スイング、インパクトなどに分類

をしながら課題解決に向かうことを楽しむことができる。

作物、動物、水産生物及び森林に関わる栽培・飼

育・育成技術について、これまで自然に身に付けた

知識と関連付けながら、社会的側面、経済的側面、

環境的側面に着目して深く知ることができる。

作業において、設計図通りに完成するよう

に、正確さや安全性に着目し、組立てること

ができる。

さまざまな生物育成の技術製作のための技能

多面的に見る・多角的に見る　関連付ける

他者との対話や協働により、結果をより多面

的・多角的にとらえ、実践を評価・改善する

ことができる

多面的・多角的にみる

「自分の衣生活をよりよくするために、どのように工

夫・実践すればよいだろうか」

多面的に見る・多角的に見る

奇数組：ハンドボール／偶数組：器械運動

比較する　多面的・多角的にみる

技術の授業で、生活や社会における事象を、社会的側面や経済的側面、環境

的側面など、多面的・多角的な面に着目して考察することができる。

現代の生活や産業のものづくりに関心を持つために、日本の伝統的な技術が

受け継がれ発展したことや今だにその技術が活用されていることなどに着目

し、関連付けて考えることができる。

生活に密着した木材や金属、プラスチックなどの材料について、それぞれの特性を明らかにする

実験・観察を行って比較することで、身の回りの製品や社会の中にある耐久性を向上させるた

めの工夫に着目して今後の製作に生かすことができる。

切断作業において、様々な工具を比較することで、安全性や効率、費用等に着目し、最適

な方法で部品加工を行うことができる。

＜短距離走＞自らのよりよい走り方について、スタートダッシュ、中間疾走、フィニッシュに着目し、映像を比較したり、他者からのアド

バイス受けたりすることによって、自分に合った走り方を見つけることができる。

＜リレー＞自分たちに合ったバトンパスについて、バトンパスの仕方、テークオーバーゾーンの活用に着目し、映像を見たりアドバイスし

合ったりすることによって課題を見つけ、修正練習を繰り返しながらよりよいバトンパスを身に付けることができる。

＜バレーボール＞自分たちの能力に応じた攻防をすることについて、映像やチーム内での意見交換などによって多面的・多角的な視点から

必要な技術を分析することができる。

比較する　多面的・多角的に見る

奇数組：バレー／偶数組：陸上（リレー・短距離）

＜ハンドボール＞自分たちの能力に応じたゲームについて、チームや個の特

性に着目し、それぞれの利点をゲームで活用するために、映像で分析し比較

したり、個の特性などと関連付けたりして課題発見・解決を繰り返しなが

ら、自分たちの能力に応じた作戦やゲーム展開をすることができる。

＜器械運動(マット運動）＞連続技の完成度の高まりについて、個の能力に

応じた技の選択やスムーズな接続に着目し、タブレットの映像や仲間からの

助言などから、多面的・多角的な視点から練習方法を工夫し、完成度を高め

ることができる。

「学級活動　なぜ、わたしたちは学ぶのだろう？

いま、わたしたちが学ぶこと」

具体化する・抽象化する

学ぶ意義を具体化して捉え、将来を見通して自己の生き方に

ついて主体的に考え、まとめることができる。また、他者と

の交流を通して、さまざまな学習方法に関心をもち、自己の

学習の在り方を自律的に改善できる。

関連付ける・構造化する

TRAIN

(B-Time)

＜ハンドボール＞自分たちの能力に応じたゲームについて、チームや個の特

性に着目し、それぞれの利点をゲームで活用するために、映像で分析し比較

したり、個の特性などと関連付けたりして課題発見・解決を繰り返しなが

ら、自分たちの能力に応じた作戦やゲーム展開をすることができる。

＜器械運動(マット運動）＞連続技の完成度の高まりについて、個の能力に

応じた技の選択やスムーズな接続に着目し、タブレットの映像や仲間からの

助言などから、多面的・多角的な視点から練習方法を工夫し、完成度を高め

ることができる。

奇数組：器械運動／偶数組：ハンドボール

比較する　多面的・多角的にみる

「衣服を計画的に活用するためには、どのようにすればいいだろうか」

～衣服をリメイクしてみよう～
関連付ける・構造化する

生活を豊かにするための布を用いた製作について、資源や環境に配慮した視点で捉え、製作する物に適した

材料や縫い方、用具や安全な取り扱いに関する基礎的・基本的な知識及び技能と関連付けて製作計画を考

え、工夫することができる。

体つくり運動 奇数組：陸上（リレー・短距離）／偶数組：バレー 奇数組：剣道／偶数組：バドミントン

関連付ける

・自己の体力について、自己の特に劣っている体力と生活を

関連付けて課題を発見し、その、、合理的な解決に向けて具

体的な活動方法を考え、工夫しながら活動することができ

る。

比較する　多面的・多角的に見る

＜短距離走＞自らのよりよい走り方について、スタートダッシュ、中間疾走、フィニッシュに着目

し、映像を比較したり、他者からのアドバイス受けたりすることによって、自分に合った走り方を見

つけることができる。

＜リレー＞自分たちに合ったバトンパスについて、バトンパスの仕方、テークオーバーゾーンの活用

に着目し、映像を見たりアドバイスし合ったりすることによって課題を見つけ、修正練習を繰り返し

ながらよりよいバトンパスを身に付けることができる。

＜バレーボール＞自分たちの能力に応じた攻防をすることについて、映像やチーム内での意見交換な

どによって多面的・多角的な視点から必要な技術を分析することができる。

・健康の成り立ちと疾病の発生要因、生活習慣と健康の関係

などについて、自己の生活と関連付けることによって、睡眠

や食事、休養、運動などの視点から課題を発見し、健康的な

生活を送るための目標を立て実践することができる。

・運動やスポーツの多様性について、「する、みる、支え

る、知る」の視点から、自己の将来のスポーツライフについ

て、具体的な関わり方を考えることができる。

具体化する　関連付ける　

水泳

比較する　多面的・多角的に見る

・自己の泳法について、手と足のコンビネーションや呼吸法

に着目し、泳法チェックや泳力チェックの結果、タブレット

の映像や周りの助言など、多面的・多角的な視点からみるこ

とによって、自己に合った課題を発見することができる。

比較する

夏季課題

具体化する・抽象化する

「夢を諦めない」

多面的・多角的に見る

「学級活動　将来の自分を考えよう」

多面的・多角的にみる

自分の良さや個性を多面的に捉え、自分にふさ

わしい生き方や職業を関連付けて考えることが

できる。
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「学級活動　自分を知る友だちを知る」

多面的・多角的にみる

友達の良さを多面的・多角的に

見つめ、考えたことを伝え合

い、よりよい人間関係を構築で

きる。

具体化・抽象化する

曲想と音楽の構造や背景などの関わり及び音楽の多様性

などの音楽文化について、比較しながら考察する活動を

通して、曲のよさや美しさを味わって聴くことができ

る。

複合拍子について理解し、日本語のリズムや

抑揚と旋律とのかかわりについて多面的・多

角的に考え、伴奏の変化による旋律の雰囲気

の違いに気づき、詩の内容を味わいながら表

現を工夫して歌唱することができる。

「いい声、いい音で表現するためには？」 「歌曲の魅力とは？」
「情景がイメージできる音楽表現とは？」

「主旋律と副旋律の表現の違いとは？」

具体化する・抽象化する 関連付ける

混声合唱について、曲の構成に着目し、ふさわしい歌い方を考えることで、ハーモニー

やフレーズの関係を理解し、曲想と音楽の構造や背景などと関連付けながら、歌詞の内容

や曲想を生かした表現を工夫することができる。

「日本のうたの魅力を探ろう」 「アルトリコーダーの魅力とは？」

比較する

曲想と音楽の構造や背景などの関わり及

び音楽の多様性などの音楽文化につい

て、比較しながら考察する活動を通して

理解することができる。

関連付ける・構造化する

家族が暮らす住まいについて、快適性や安全性の視点で捉え、これまでの生活経

験や事前インタビューと関連づけて課題を設定し、家族と協力・協働して「家族

が安全に暮らせる住まい」について提案することができる。

夏季課題（生活の課題と実践）

「席をゆずったけれど」

「席を譲る」という一つの出来事に対し

てさまざまな立場の人から、多様な反響

があったことを捉えさせ、いろいろなも

のの見方や考え方があることを実感させ

る。

多面的・多角的に見る

「親友」

多面的・多角的に見る

「男らしさ・女らしさ」というが、「らし

さ」に縛られず、自他のよさを伸ばすことが

でき、性別よりも人としてのそれぞれの個性

を尊重し合える人間関係を築ける学級集団に

なろうとする価値観を育みたい。

「自分で決めるって」

多面的・多角的に見る

自分を見つめ、個性をよりよい

方向へ伸ばして輝かせ、充実し

た生き方を追究することについ

て考えさせる。

作品鑑賞をとおして、描かれているもの

や構図、色彩から作者の心情や表現意

図、創造的な工夫などを考え、人間と造

形との関わりを理解することができる。

「表現の魅力は何か。」

(見方や感じ方を広げよう)

「レタリングの効果や意味とは何か。」

(文字っておもしろい)

「色にはどのような性質や意味があるのだろうか。」

(色彩の基本・仕組み)

分類する 分類する

身近にあるデザインされた文字からそのような印象

を受けるかを感じ取り、形から受ける印象やその違

いについて考え、わかりやすさと形との調和を考え

て表現することができる。

色に対するイメージは、普段の生活で目にしている色と経験が結びつい

て形成されていることを意識させ、色彩の豊かさと規則性に気づかせ

たり、配色によって形の見え方が変化する色彩の効果を考えたりするこ

とができる。

具体化する・抽象化する

他国の文化を尊重し、他国の人々と共生

することについて考えさせるときには、

必然的に、自国の伝統や文化、それに対

する自分の考えに向き合うことになる。

「いちばん高い値段の絵」

多面的・多角的に見る
友達は、人生を豊かにするかけがえのな

い存在である。人間として互いの人格を

尊敬し、高め合い、悩みや葛藤を克服す

ることで、よりいっそう深い友情を築こ

うとする心情を育みたい。

好奇心をもって物事に取り組んだ経験を

振り返ったり、真実を求めて行動する主

人公の姿を自分自身に重ね合わせたりし

て、人がもつ探究心についての考えを深

めているか。

「父の言葉」

多面的・多角的に見る

赤い松葉づえの子に話しかけたく

ても勇気の出ない自分を認め、話

しかける決心をつけられた「私」

の心の変化について考えさせる。

「やっぱり樹里は」

多面的・多角的に見る

相手をやみくもに否定するのではなく、

自分の考えを丁寧に相手に伝えようと努

めることや、相手の指摘を受容し自らを

高めることについて考えさせる。

「三百六十五☓十四回分の「ありがとう」」

多面的・多角的に見る

思いやりや感謝の心について考えさ

せるとともに、自分も他者も、共に

かけがえのない存在であることを自覚

させるようにする。

「六十二枚の天気図」

多面的・多角的に見る
絵を描くことは好きだったが、自分に

合っている仕事を見つけられず、職を

転々としていた麻子が、自分の得意なも

のを仕事にしようとしたことについて考

えさせる。

「学級活動　思いやりの気持ちを育

てよう」

夏季課題「春夏秋冬を色で表そう」

曲のもつよさや特徴について、リズム・速度、ハーモニーに

着目し、曲想や音楽の構造を理解し、それらと歌詞の意味を

関連付け、イメージを広げながら歌唱表現をすることができ

る。

「D　生命や自然、崇高なものの理解」


